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26行＝18.319
27行＝17
28行＝15.777
29行＝14.641
30行＝13.587
31行＝12.6
32行＝11.677
33行＝10.813
34行＝10（標準）

35行＝9.235
36行＝8.514
37行＝7.833
38行＝7.189
39行＝6.578

１段の横幅は72㎜
　＝１段幅の写真の横幅も72㎜
２段通しの場合は１行39文字
段間は12㎜（３文字分）
２段全体の横幅は156㎜で変わらず
　１段目のセンター（Ｘ座標）　49㎜
　２段目のセンター（Ｘ座標）　133㎜
インデントは4㎜単位で考える

キャプションは13級で変わらず

１．【三重県立四日市中央工業高等学校

設備システム科の成り立ち】

　三重県立四日市中央工業高等学校の設

備システム科は、1997年（平成９年）４

月に、「新世紀に翔たくのは君だ！今、

環境創造のプロが求められています」と

いうスローガンの下、１クラス40名で

設置された。

　21世紀を目前にし、三重県教育委員

会が、これからは建築設備分野がより一

層重要となり、今後も管工事業は成長が

期待できる業界であると着目し、県内で

次世代を担う人材を育成する必要がある

との考えでの新設であった。いち早く時

代を捉えた学科新設には、三重県水道工

事業協同組合連合会（現在の名称）、三

重県管工事工業協会などの各業界団体や

地元設備業者の多大な尽力があったこと

を改めて付け加えておきたい。

２．【高等教育における設備関連学科に

ついて】

　平成30年５月時点で、全国の高等学

校の生徒数は、3,226,017人。［出典：

文科省「学校基本統計（学校基本調査報

告書）」］その中で、設備分野を専門に学

べる学科に在籍している生徒の合計定員

数（全国設備工業教育研究会の会員工業

高等学校24校の学科定員合計による）

は、2,775人である。高等教育で設備を

学ぶ生徒は、全生徒数の0.1％にも満た

ない数である。非常に生徒数が少なく、

目立ちにくいが、建築設備業界を目指す

若者の教育は非常に重要と考える。

　しかしながら、この専門分野を大学で

学び、そのうえで教師を目指す人材は極

めて少ないのが現状である。高等教育の

設備関連学科で、建築設備を専門に指導

教育できる教員確保が全国的に困難と

なっているとの推察は容易である。

　そこで、設備に特化した特色ある専門

教育の実施には、地元の上下水道工事業

者や管工事業者などの企業や各業界団体

の協力、加えて県や市などの行政機関と

の連携が不可欠である。

　全国各地の設備関連学科で学ぶ生徒達

が、建築設備業界に軸足を置いた主体的

なキャリアデザインを描くためには、そ

れぞれの学校周辺の『地域に根差した管

工事業者』が設備専門教育をバックアッ

三重県立四日市中央工業高等学校　設備システム科
キャリアデザイン教育の取り組み

全国管工事業協同組合連合会　理事・広報部長
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FK-lm×lt06



〈全管連ジャーナル〉2020.2

—　—23

〈全管連ジャーナル〉2020.2

26行＝18.319
27行＝17
28行＝15.777
29行＝14.641
30行＝13.587
31行＝12.6
32行＝11.677
33行＝10.813
34行＝10（標準）

35行＝9.235
36行＝8.514
37行＝7.833
38行＝7.189
39行＝6.578

１段の横幅は72㎜
　＝１段幅の写真の横幅も72㎜
２段通しの場合は１行39文字
段間は12㎜（３文字分）
２段全体の横幅は156㎜で変わらず
　１段目のセンター（Ｘ座標）　49㎜
　２段目のセンター（Ｘ座標）　133㎜
インデントは4㎜単位で考える

キャプションは13級で変わらず

プし、『行政』と連携しながら支援を続

けていくこと、それこそが業界全体の発

展につながり、地域の未来を創っていく

と考える。

３．【高校生建築設備見学会と企業訪問

実施について】

《概要》

◇日時

・令和元年６月25日㈫　

８：35～15：15頃

◇参加者

・三重県立四日市中央工業高等学校

　設備システム科３年生　37名

引率：岡村芳成校長他教員３名

◇見学場所

・三重県警察四日市北警察署

・三重県立総合医療センター

・某ショッピングモール（車窓より）

◇企業訪問

・藤原工業株式会社

◇協力

・藤原工業株式会社

・東亜設備工業株式会社

・新菱冷熱工業株式会社

・（一社）三重県管工事工業協会

◇当日スケジュール

９：00～　四日市北警察署

・（座学）訓授室

空調・換気設備の仕様説明、衛生設備

の器具説明、場内注意事項　

・（見学）

屋上室外機廻り、消火充水槽廻り、

屋外受水槽廻り、機械室、免震階等

11：00～　藤原工業株式会社

・建築設備業界について紹介

・質疑応答等

12：00～　昼食　南部丘陵公園にて

13：15～　三重県立総合医療センター

・（座学）第３会議室

　地域医療の役割、あらまし説明

　熱源、機械室、ボイラー等仕様説明

建設通信新聞　2019年６月28日付
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・（見学）

井水設備、クーリングタワー、　

塔屋空調機、外調機、電気設備等

　ヘリポート

　中央監視室

防犯、防災、空調、熱源、火報、

医療ガス残量等監視の説明

14：45　終了

《実施報告》

　「警察署というセキュリティレベルが

厳格な施設」と「病院という利用者の緊

急性を伴う病院」のバックヤード見学を

実施した。それぞれが県の施設であり、

県立高校生への教育的意義を理解してい

ただき、了解を得た。

　企業からは事前アンケートの実施、報

道機関へのプレスリリース、各施設毎の

クイズ形式のレジュメの準備、実施後に

保護者に配布する報告書の作成等の協力

をした。

　学校では、事前学習と見学時注意事項

の徹底、見学小冊子の作成、事後には感

想文を書かせ、社会見学ではなく、課外

授業としての効果的な定着を図る等の一

貫した授業内容を組み立てた。

　今回の実施には、見学施設の関係者と

学校・協力企業との綿密な打ち合わせと

強い連携が必要であった。生徒達は見学

施設ではとても規律正しい態度であり、

企業訪問での業界説明には非常に熱心に

話を聞いていた。参加した生徒達が、建

築設備業界により一層興味を持ち、将来

のキャリアプランを考える一助になれば

と願う。

４．【藤原工業でのインターンシップ実

施について】

《概要》

◇日時

・令和元年11月12～14日（３日間）

◇参加者

・三重県立四日市中央工業高等学校

　設備システム科２年生　２名
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◇内容

・11月12日㈫

　午前　業界説明、社内の案内、

　　　　安全教育、社長訓話

　午後　三重県営鈴鹿スポーツガーデン

　　　　機械設備見学

・11月13日㈬

　午前　某施工中現場の見学

　　　　（設備システム科先生が来訪）

　午後　水道メーター取替に同行

　　　　施工図面について説明

・11月14日㈭

　午前　CADによる施工図面作成体験

　　　　問題解決・業務改善研修の受講

      　　 （社外講師）

　午後　四日市市新体育館

　　　　機械設備見学

《実施報告》

　地元管工事業者５社が、設備システム

科　２年生を２名ずつ合計10名を受け

入れ、インターンシップを行った。当社

には、男子生徒１名と女子生徒１名の２

名であった。二人とも建設業に興味があ

り、将来は建築設備の仕事に就きたいと

元気いっぱいの生徒であった。

　挨拶がしっかりでき、的確な質問や礼

儀正しい若者の態度に、身が引き締まる

思いであった。２日目には、担当の先生

が生徒のようすを見に来訪された。

　学校側で、インターンシップ日誌が準

備され、生徒は毎日就業レポートを書い

ていた。企業側からのコメント欄があっ

たので、その日に担当した社員が交互に

感想を記入した。

　インターンシップ後は、二人から丁寧

な礼状が届き、改めて地元企業としての

社会的責任と地域貢献を自問し、再認識

でき得る機会となった。

来訪した先生とインターンシップ生

建通新聞　2019年11月15日付


